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説明例題） ¥¥Cnfd$¥実験¥_ExpAna¥064_EDtSSDtCal 

File: scnEDssd16_202212280255.dat

Note: 2212Kr: C_Ar_setで タメ: 19点x120sec 遮光膜有、Shp=0.5u HV規定 上流Au面

File: scnEDssd13_202301290356.dat

Note: 2301Ar: C_Ar_setで ED厚cal: 134点x30sec コリΦ7(new)

以下２つのRunについて解析する Excelファイルです

https://ribf.riken.jp/sisetu-kyoyo/HIbeam/sisetsu_info.html 2212Kr, 2301Ar の RunLogより

https://ribf.riken.jp/sisetu-kyoyo/HIbeam/sisetsu_info.html
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準備） Python で解析 生成されたファイル

 スペクトル一覧

 ① PeakFit結果一覧

 ② LabView Log Data

②から
コピペ

②から①から ①から
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操作） 人力で 最適解を探す シート：paramｓ の数値を手動でイジル

② SSD検出器の厚さ 補正Factor

① Edeg板厚さ 補正Factor

イジルのは以下の２箇所のみ

① ②

最終目的は・・・

③④

③ 現状用いている Edeg板厚さ

に対して、① の補正を施した

④ 補正後の試算値 が 最もらしくなるようにしたい。

尚、この操作には、② の補正も必要な場合があるので注意。
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例） 先ず初期値 Factor = 全て 1.00 の場合： シート：Ar_sA12解析

①

②

③ ④

①a

②a

③a

③b

④a

④b

SSD1層目(sA1) について

① E較正  直線に乗るべき
X軸: ADC [ch]  Y軸： E [MeV] 計算値

①a E較正残差  Y=0になるべき
X: ADC [ch]  Y： δADC [ch] Fit式とのズレ

③ ⊿E_fit  ⊿E計算曲線に乗るべき
X: EDeg厚 [µm]  Y： ⊿E [MeV] 計算値

③a ⊿E_fit残差  Y=0になるべき
X: EDeg厚 [µm]  Y： δE_fit [%] Fit式とのズレ

③b ⊿E_fit残差  Y=0になるべき
X: EDeg厚 [µm]  Y： δE_fit [MeV] Fit式とのズレ

SSD２層目(sA2) について

② E較正  同上のようになるべき

②a E較正残差  同上

④ ⊿E_fit  同上

④a ⊿E_fit残差  同上

④b ⊿E_fit残差  同上

最終ゴールは・・・

となるベキなのですが、
現状の Edeg厚さは間違っている？

ことがよくわかります。

③a,b、④a,b Edeg組合せによって、
systematic な残差がある

②、④ SSD(sA1)の空乏層厚さも
間違っているかも。

以上の制約条件を綺麗に充たすような
Edeg厚さ 補正Factor を探すのが目的です
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例） 適当に Factor を変更してみる： シート：Ar_sA12解析

①

②

③ ④

①a

②a

③a

③b

④a

④b

イジッた factor →

２層目 ④, ④a ②a 
が改善したように見える。同時に、

１層目 ①、③関連
も崩さない様にする必要があります。

同時に、Krで測定した ｓA1,A2 のグラフ
も崩さない様にする事。
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